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要約

Salmonella typhimurium TAIOO， TA1535， TA98， TA1537およびEscherichiaco/i WP2Ul川/pK1v1101

の5菌株を用いる復帰突然変異試験で窒化ケイ素の変異原性を調べた.

予備試験を 5000，1250，313，78.1，19.5，4.88および、1.22μg/プレートで実施した結果， S9 mix 

の有無にかかわらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数は陰性(溶媒)対照値の

2倍以下で、あった.また， S9 mixの有無にかかわらず，いずれの菌株においても菌の生育阻

害は認められなかった.なお， S9mix非存在下の 1250μg/フロレート以上および存在下の 313

μg/プレート以上でプレート上に沈殿物が認められた.

これらの結果をもとに本試験では，すべての菌株について 5000，2500， 1250， 625， 313μg/ 

プレートの 5用量を設定した.

2回の本試験の結果， S9mixの有無にかかわらず，いずれの菌株においても復帰変異コロ

ニー数は陰性(溶媒)対照値の 2倍以下で、あった.また J S9mixの有無にかかわらず，いず

れの菌株においても菌の生育阻害は認められなかった.なおJ S9 mix非存在下では 625μg/

プレート以上で， S9 mix存在下では 313μg/フDレート以上でプレート上に沈殿物が認められ

た.

以上の結果から，窒化ケイ素は細菌を用いる復帰突然変異試験において変異原性を有さ

ない(陰性)と判定した.
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1. 試験物質

1.1被験物質

B010042 

材料および方法

から2001年2月19日に提供された窒化ケイ素を室温，気密で保

存した.被験物質の純度，組成および物理化学的性質等は以下の通りである.

新規化学物質の名称

(町PAC命名法による)
SiIicone nitride 

，8'1 名 窒化ケイ素

構造式又は示性式

Si3N4 (し、ずれも不明の場合

は，その製法の概要)

試験に供した新規
約 97%

試験に供した新規

化学物質の純度 化学物質の LotNo.

不純物の名称及び濃度 Fe : 520 ppm， Al: 820 ppm， Ca: 110 ppm， 0: 1.70/0 

CAS番号 12033-89-5 蒸気圧 一

分 子 量 140.28 分配係数 一

高虫 占

常温における性状 灰白色系粉末
沸 点 約 1900

0

Cで昇華

安 疋........... '性 水と混合すると僅かにアンモニアが生ずる場合もある.

溶媒 溶 解 度 溶媒中の安定性

水 *1 50 mg/mLで不溶 一

溶媒に対する溶解度等 DMSO *1 50 mg/mLで不溶 *2 

アセトン 不溶

その他 一

DMSO: γメチルスlレホキシト守

*1 :当研究所での溶媒検討の結果による.

*2 :被験物質溶液調製時に，発熱，発泡，変色は認められなかった.

5 

す

， '¥ 



BOI0042 

1.2対照物質

陰性対照物質および陽性対照物質として，以下のものを用いた.

陰性対照
冒圃 圃圃圃圃・ー・・ ・・・・・・・・ ・ー --・・ ・・ ・』圃---・・ ーーーー ・b ・ーーー・・・・司冨

γメチルスルホキシトや

陽性対照
.・~ -_... ...ーーーー-ーーー・ーーー--・ー・_..._... -... ~ 

2・(2・7リルア)ク-リ3ル・0アミ・ドニ、トロ
-2-フリル)

7γ化ナトりウム

N-エニチト)v-ソNr-ニトロー
N- ロ アニγン

9-7ミノアタリシーン塩酸塩

2・7ミノアントラセン

2. テスト菌株

2.1 テスト菌株

カリフオルニア大学

略称
F ・ーーーーーーーーーー--

DMSO 

略称
ー-... ... ...・ーーーー'ーーーー

AF-2 

NaN3 

ENNG 

9-AA 

2-AA 

入 手先 ロット番号 純度(%)
ーーー--・・，--・ ・・ ・・r・・・・....... ... ... ... ......咽.，・.ー・・ ・..・・・司F 咽・・・・・咽・・・ 司圃 ---_.・』 ーー ・・ ・・ -唱・ ・・ 司.-・・.-ーーーー・ー』ーーーーーーーーーー

関東化学(樹 21 OG 1441 99.7以上

入 手先 ロット番号 純度(0/0)
ー-...-----_.ーーー・園田・ーーーーー---ーーー...... ......... ... ーーーーー--ーーーーーーーーー ー・ー_...-... ... ...ーーーーーーーー

和光純薬工業側 CAP0185 98.9 

和光純薬工業(槻 KWE6685 96.5 

Sigma Chemical Company 56F-3651 99.0 

Sigma Chemical Company 80F-O 186 99 

和光純薬工業(開 T¥¥守12355 98.0 
一一一一 一

より 1983年 5月 27日に入手した Salmonella

typhimurium TA 1 00， TA 1535， TA98ヲTA1537および日本バイオアッセイ研究センターより

1997年 9月 18日に入手した Escherichiaco/i WP2uvrA/pKMl 0 1の5菌株を用いた.

2.2 テスト菌株の選択理由

これらの菌株は，細菌を用いる復帰突然変異試験において広く使用され，化審法ガ

イドラインおよびOECDガイドラインにおいても推奨されている.

これら菌株の遺伝的特性は以下の通りである.

付帯突然変異
検出可能な

菌株 変異遺伝子
突然変異型DNA修復 膜変異 R因子

TAIOO hisG uvrB てfα pKMIOl 塩基対置換

TA1535 hisG uvrB r_，向 塩基対置換

WP2uvrA/pKMI01 trpE uvrA + pKMI01 塩基対置換

TA98 hisD uvrB rfa pKMI01 フレームシフト

TA1537 hisC uvrB ゆ フレームシフト

6 
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2.3 特性検査

各テスト菌株のアミノ酸要求性，紫外線感受性，膜変異，薬剤耐性などの遺伝的特徴

を事前に調べ，これらの特性を備えた菌株を用いた.

2.4保存方法

液体完全培地中に 370Cで 8時間振漫培養した各菌懸濁液 24mLに 2.1mLの DMSO

(関東化学側，ロット番号 104G1307)を加え，これを 200μLずつ小分けしてドライアイス・

アセトン中で急速凍結した.凍結した菌懸濁液は超低温冷凍庫で・800C以下に保存した.

2.5 薗懸濁液

各試験菌の凍結保存液 (20μL)を液体完全培地 10mLに接種し t 370Cで 8時間振壷

(振盟国数:90回/分)培養した.培養容器にはL字管を用いた.培養終了後，濁度計を

用いて菌懸濁液の濁度を測定した濁度からの換算により菌数を算出し，適切な菌濃度

であることを確認した後，試験に使用した.

試験に使用した各テスト菌株の生菌数は以下の通りである.

塩基対置換型 フレームシフト型
菌株名

TA100 TA1535 WP2仰 rA/pKMIOl TA98 TA1537 

予備試験 2.67 2.62 4.25 2.00 2.13 

生菌数

(x 10 9/mL) 
本試験 l 2.60 2.70 4.33 2.52 2.46 

本試験 2 2.41 2.51 4.05 2.46 2.29 
L....-._ 一 一一一

3 培地

3.1 液体完全培地

精製水 100mLに対して，ニュートリエントブロス (uxoidNutrient Broth NO.2 ; Unipath 

社，ロット番号 02859365)を2.5gの割合で加えて溶解し，オートクレーブ滅菌 (1210C，

15分間) した.

3.2 最少グルコース寒天平板培地

クリメディア AM・N培地(オリエンタル酵母工業(欄，ロット番号ANI180CQ: 2001 

年 3月 22日製造)を使用した.

3.3 トップアガー

精製水 300mLにBacto司 agar(Difco社，ロット番号 136958JC) 1.8 gおよび塩化ナト

リウム1.5gを加え，これを 121
0

Cで 15分間オートクレーブ滅菌し，寒天溶液を調製し

7 
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た.寒天はあらかじめ調製したものを，使用時に電子レンジで溶解して使用した.サル

モネラ菌用には 0.5mmol/L D・ピオチンおよび 0.5mI1101/L L・ヒスチジンの混合水溶液，あ

るいは大腸菌用には 0.5mmol!L L・トリプトファン水溶液をそれぞれ使用直前に1/10量

添加した.使用時に約 4S
0

Cに保温した.

4. S9 mix 

4.1 S9 

フェノパルヒ守タール (1日目 30mg/kgを l回腹腔内投与， 2日目以降 60mg/kgを 1

日l回3日間腹腔内投与)と 5，6・ベンゾフラボン(3日目に 80mglkgを l回腹腔内投与)

で酵素誘導した SD系雄ラット(体重212・242g)肝由来 S9(キッコーマン(槻， 2001 

年 3月 9日製造;ロット番号 RAA-441) を購入し，使用した. S9は使用時まで超低

温冷凍庫(実測値_81
0
C"-'-88

0
C) で保存した

4.2 S9 mix 

S9 I11ix 1 mLあたりの組成を以下の表に示す. S9 mixは試験毎に用時調製し，使用時

まで氷中に保存した.

S9 0.1 mL 

塩化マグネシウム六水和物 8μ，mol 

塩化カリウム 33μmol 

D-グルコース 6-!Jン酸 5μmol 

s-NADPH 4μmo] 

s-NADH 4μmol 

ナトリウム-!Jン酸緩衝液 (pH7.4) 100μmol 

5. 試験方法

5.1 被験物質懸濁液および陽性対照物質溶液の調製

溶媒検討の結果，被験物質は 50mglmLで、注射用水 (DWと略す)および DMSOに不

溶で、あったが， DMSOに均一に懸濁した.また， DMSOを加えた際に発熱，発泡，変

色は認められなかった.この結果から，溶媒には DMSOを用いた.

被験物質を所定濃度で DMSOに懸濁して，最高用量の被験物質懸濁液とした.これ

を同じ溶媒で段階希釈して各用量の被験物質懸濁液を調製した.被験物質懸濁液は用時
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調製し，被験物質の秤量，希釈，分注および調製後の保存は，黄色灯下で、行った.

陽性対照物質溶液はあらかじめ調製し，超低温冷凍庫で-800C以下に保存した NaN3

はDW((槻大塚製薬工場，ロット番号K9J78) に，その他の陽性対照物質は DMSO(関

東化学(槻，ロット番号207G1673) に溶解した.

5.2 被験物質用量

予備試験を 5000，1250， 313， 78.1， 19.5， 4.88および1.22問/プレートで実施した結果，

S9mixの有無にかかわらず，し、ずれの菌株においても復帰変異コロニー数は陰性(溶媒)

対照値の 2倍以下で、あった.また， S9 mixの有無にかかわらず，いずれの菌株において

も菌の生育阻害は認められなかった.なお)S9 mix非存在下の 1250μgIプレート以上お

よび S9mix存在下の 313μgJプレート以上でプレート上に沈殿物が認められた.

これらの結果をもとに本試験 1，2では以下の用量を設定した.

用量 (μgJフ。レート)
試験菌株

S9 mix非存在下 S9mix存在下

TAI00， TA1535 
WP2uvrA/pKMl 0 1 5000，2500，1250，625，313 5000，2500ヲ 1250，625，313
TA98， TA1537 

5.3 復帰突然変異試験

試験はプレインキュベーション法を用いて， S9 mix非存在下および存在下で実施した.

滅菌した試験管に被験物質懸濁液または陰性(溶媒)対照物質 O.lmL， S9 mix非存在

下の場合，次いで 0.1mol/Lナトリウムーリン酸緩衝液 (pH7.4)を 0.5mL， S9 mix存

在下の場合， S9 mixをO.5mL添加し，さらに菌懸濁液を 0.1mL加え， 370Cで20分間

振重してインキュベーションした(プレインキュベーション). トップアガー2mLをこ

の混合液に加え最少グルコース寒天平板培地上に重層した.重層したトップアガーが

凝固した後， 370Cで48時間以上培養した

実体顕微鏡を用いて菌叢の生育状態を観察し，被験物質による菌の生育阻害の程度を

調べた後，目視により被験物質の沈殿の有無を確認した.プレート上の復帰変異コロニ

ー数を自動コロニーカウンターまたは目視で計測した.

予備試験は各用量につき 1枚のプレートを使用した.本試験は各用量につき 3枚のプ

レートを使用し， 2回実施した.

9 
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以下の陽性対照物質についても同様に実施した.

菌 株
S9 mix非存在下 S9 mix存在下 添加量
(μg/フ。レート) (μg/フ。レート) (mLIフoレート)

TA100 AF-2 0.01 2-AA 0.1 

TA1535 NaN3 0.5 2-AA 2 0.1 

WP2tOJrAlpKM 1 0 1 ENNG 2 2-AA 2 0.1 

TA98 AF-2 0.1 2-AA 0.5 0.1 

TA1537 9-AA 80 2-AA 2 0.1 

5.4無菌試験

無菌試験にはそれぞれ l枚のプレートを用いた.最高用量の被験物質懸濁液または S9

lTIIXをトップアガー2mLと混和し，それぞれ最少グルコース寒天平板培地上に重層した.

重層したトップアガーが凝固した後， 37
0

Cで48時間培養し，雑菌の混入がないことを

確認した.

5.5試験結果の判定

いずれかの試験菌株で， S9 mixの有無にかかわらず，被験物質用量の増加にともなっ

て復帰変異コロニー数(平均値)が陰性(溶媒)対照値の 2倍以上に増加し，さらにそ

の増加に再現性が認められる場合に，当該被験物質は変異原性を有する(陽性)と判定

した.その他の場合は陰性と判定した.試験結果の判定に統計学的手法は用いなかった.

10 
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結果

試験の結果を表 1--3および図 1"'10に示す.

予備試験を 5000，1250，313，78.1，19.5，4.88および1.22μg/プレートで実施した結果， S9 mix 

の有無にかかわらずいずれの菌株においても復帰変異コロニー数は陰性(溶媒)対照値の

2倍以下で、あった.また， S9mixの有無にかかわらず，いずれの菌株においても菌の生育阻

害は認められなかった.なお， S9 mix非存在下の 1250μg/プレート以上および S9mix存在

下の 313μg/プレート以上でプレート上に沈殿物が認められた.

これらの結果をもとに本試験では，すべての菌株について 5000，2500， 1250ヲ 625，313μg/ 

プレートの 5用量を設定した.

2回の本試験の結果， S9mixの有無にかかわらず，いずれの菌株においても復帰変異コロ

ニー数は陰性(溶媒)対照値の 2倍以下で、あった.また， S9 mixの有無にかかわらず，いず

れの菌株においても菌の生育阻害は認められなかった.なお， S9 mix非存在下では 625μgl

プレート以上で， 89 mix存在下では 313μg/フ。レート以上でプレート上に沈殿物が認められ

た.

最高用量の被験物質溶液および S9mixについて行った無菌試験の結果，試験に影響を及

ぼすような菌，カピ等の発育は認められなかった.

11 
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考察および結論

予備試験の結果を基に，本試験を 5000μgJプレートを最高用量として実施したが， S9mix 

の有無にかかわらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数は陰性(溶媒)対照値の

2倍以下であった.

試験施設における背景データおよび背景データより算出した適正値を添付資料 lに示し

た.本試験の陰性(溶媒)対照値およひ、陽性対照値が適正値の範囲内で、あったこと，また S9

l111X非存在下および存在下において陽性対照が各菌株に誘発した復帰変異コロニー数が，各

菌株の陰性(溶媒)対照の復帰変異コロニー数と比較して明らかに 2倍を超えて増加し陽性

の結果を示したことから，試験が適切に実施されたことが示唆された.

以上の結果から窒化ケイ素は細菌を用いる復帰突然変異試験において変異原性を有さな

い(陰性)と判定した.

なお，同一物質あるいは類似化合物の変異原性に関する情報を添付資料2にまとめた.

12 
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表 l 試験結果表(予備試験)

被 験 物 質 の名称 窒 化ケイ素

試験実施 期間 2001年 7月 2日 より 2001年 7月 5日

代謝活性 被験物質 復帰変異数(コロニ}数/7'レート)
化系の 用 量 塩 基 対 置 換 型 フレームシフト型
有 値 (ug!7'レート) TAIOO TA1535 WP2uvrAlpKM 10 1 TA98 TA1537 

104 12 
陰性対照

73 16 11 

106 11 87 16 16 
1 . 2 2 

93 12 85 15 8 
4 . 8 8 

102 17 65 16 10 
S 9 Illix 1 9. 5 

(ー) 95 12 84 14 11 
7 8 . 1 

93 15 88 18 8 
3 1 3  

110 9 84 15 7 
1 2 5 0 t 

98 10 87 17 9 
500  0 t 

102 14 99 23 12 
陰性対照

103 9 101 22 10 
1 . 2 2 

103 13 94 23 10 
4 . 8 8 

106 16 100 32 17 
S 9 mix 1 9. 5 

( + ) 93 11 87 24 13 
7 8 . 1 

103 11 106 21 13 
3 1 3 t 

102 16 80 19 10 
1 250  t 

110 15 92 21 12 
5 0 0 0 t 

S9 mix 名 称 AF・2 NaN3 ENNG AF・2 9-AA 

陽 を 必 要
(μz用/7'量レート) 0.5 2 O. 1 

としな
O. 01 80 

/ 7耗ー|、
594 341 2627 533 161 

'性 いもの

対 S9 mix 名 称、 2-AA 2-AA 2・AA 2-AA 2-AA 

を必要
(μ用ゼ7'レ量ート) 2 2 O. 5 2 

照 とする

/ 7耗ート
1714 233 1397 531 151 

もの
， ， ‘-'--.ヨtI_ .1_.1 。 ー官、 』官 h 市ー --'-

AF・2 : 2・(2-7リル)・3・(5・ニトロ-2・7リル)了ク 9Jげミド， NaN3: 7γ 化ナトリウム
ENNG :N・エチトN'-ニトロ・N・ニトロソJ;'_7ニシ‘ン， 9・AA:9・7ミノアクりシ‘ン塩酸塩， 2-AA: 2・7ミ/7ントラセン
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表 2 試験結果表(本試験 1) 

被験物質の名称 窒化ケイ素

試験実施期間

代謝 I舌'性 被 験 物 質
イヒ系の 用 量 塩
有 恒- (μg/7白レート) TAIOO 

1 14 5 
陰 性 対 照 11 し 11~~101 

1088 0 313  {土 9~~88 
92 

S 9 mix 
6 2 5 t 11004 3 ~:t 10~~ 

( - ) 82 
1 250  t 103 

{土 ??j91 

85 
2 500  t 104 

{士 li;j 122 

127 
5 0 0 0 t 97 

{+l iij 115 

1 1012 5 陰 性 対 照
j士11~ ~ 118 

1 11 
3 1 3 t 96 j110j 

122 :t 13 
110 

6 2 5 t 116 j123j 
S 9 mix 143 :t 18 
( + ) 99 

1 250  t 119 ~:t 1ω 108 :t 10 
113 

2 5 0 0 t 125 {111j 
96 ! 15 
99 

ト 10~~5 000  t 111 
111 

S9 mix 名 材、 AF・2

陽 を必要
( μ ε用/70

量
レ} ト) 

としな
O. 01 

/ニ7耗ート
667 

a性 いもの 553 j612j 
616 :t 57 

主サ S9 mix 名 称 2-AA 

を 必 要
(μE用/70

量
レート)日目 とする

/ 7耗ー!
1630 

も の 1695 {1680j 
716 士 45

〔爾毒) t二一沈殿物が認め Gt1た.

2001年 7月 ]0日 より 2001年 7月 13日

復帰変異数(コロニー数 /7.レート)
基 対 置 換 型

TA1535 WP2uvrAlpKM 1 01 
8 

877 1 16 t! 1 ~ ~ t~ In 11 66 

18 1 89 
80 ~ = i ~ ~ 6 66 

8 6 6 
78 
90 i 土 8~~75 

7 83 
5 76 ~:t 8 ~ ~ 8 89 
6 79 

113 0 {士 1~ ~ 80 j 土 8~j87 
8 80 
6 68 f:t 7 ~j 7 86 

11 101 
8 93 ~:t 9B 8 97 

13 92 
17 1 ~:t 1 ~ ~ 82 f:t 8 ~ ~ 81 
13 103 
12 {土 11~ 101 

?:t r ~ ~ 7 82 

8 9 102 
94 {士 9~~10 102 

7 96 
8 

1900 2 ~:t 9 ~ j 11 
14 96 

f :t_
1 ~~ f:t 9 ~ ~ 9 990 3 14 

NaN3 ENNG 

0.5 2 
362 3030 
378 i382j 2853 

ii93;j 407 :t 23 2899 

2-AA 2・AA

2 2 
196 

121083 9 7 195 j 士 20~~ jll;ij 211 1 1 13 

フレームシフト型

TA98 

118 7 

f~ lB 19 

216 1 

{士 1~~17 
21 

11 8 7 {士 1~ ~ 
24 

214 7 j 土 2~~
2 17 
18 7 j 土 2~j
19 
20 j 土 l~j14 

220 8 

f:t 24 ~ 23 

225 7 

~:t 3 ~ ~ 42 
23 
31 j 士 2~~25 

232 3 

~:t 2 ~~ 25 

25 0 

2 26 (士 2j)

2220 8 5 f:t 21~ 
AF・2

O. 1 

72 10 

6624 6 {士6iij

2-AA 

O. 5 
555 
554 j 土 54~~539 

TA1537 
7 

13 t! 1 ~ ~ 11 
10 

10 7 

8 

{士 1~ ~ I 113 1 

12 
8 

j士 1~ ~ 11 

5 
B 

11 
7 
5 27) ) 
9 

110 5 
f:t 1 ~ j 12 

14 
1 7 

{士 1B19 
13 
14 ~:t 1 ~ ~ 19 
18 

115 1 ~:t 1~~ 
1 7 
14 

{士 1~) 15 
9 

14 
8 

9-AA 

80 
157 
149 2 
191 ~:t 1叫:t 25 

2-AA 

2 

240 9 
2206 6 jt21ij 

(平均7直7
(::t標準偏差)

AF・2 : 2・(2・7Y ，レ)・3・(5・ニトロー2・7リル)7J y，げミド， NaN3: 7シ守化ナトリウム
ENNG: N・エチトN'・ニトロ -N-ニトロ 11" 7ニシ、ン， 9・AA:9・7ミノアタリシ‘ン塩酸塩， 2・AA:2・7ミ/了ントラセン
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表 3 試験結果表(本試験 2)

被験物質の名称 窒化ケイ素

試験実施期間 2001年 7月 24日 より 2001年 7月 27日

代謝活性 被験物質 復帰変異数(コロニー数 /7。レート)
化系の 用 量 塩 基 対 置 換 型
有 無 (ug/7'レート) TA100 TA1535 WP2uvrAlpKM 101 

陰性対照 19909 7 5 {土 10~~ 18 6 0 ~! ~ ~ 8674 8 8 
{土 ;;j

1112 5 7 

313  
120 7 
1 91 1 {±li:j 19 0 6 ~! ~ ~ 8879 6 6 {土 84~

16 

118 3 

19904 6 3 
5 78 6 17 

6 2 5 t ~! 9~~ 14 0 88 1 ~:t 8 ~~ 118 5 S 9 mix 
( - ) 98 6 88 114 6 1 2 5 0 t 1907 3 {士 9~~ 7 6 982 3 ~:t 8 ~ ~ 17 

2 500  t 9995 7 1 ~! 9 j ~ 
4 7 9874 7 2 ~:I: 8e ~ 

114 3 
5 18 

99 7 10 97 1 114 8 5 0 0 0 t ~:t 9~~ 4 7 ~:t IB 108 3 70 1 15 

陰性対照
99 8 

{102j 
17 1 

~:t ~~ 
996 7 

~:t 9 ~~ 2239 5 0 
1 14 4 土11 7 94 

3 1 3 t 119209 3 7 {土liij 
9 9 7 ~:I: ~) 19904 8 8 

{士1og~ 2224 6 5 

98 11 
18904 0 3 

28 
6 2 5 t 995 3 Lt 9~~ 10 7 ~:t ~~ {土 9ã~ 229 3 S 9 mix 

( + ) 
9998 7 7 ~:t 9B 

9 8 

~! ~~ 9896 8 7 ~! 9 ~~ 2223 2 2 1 250  t 
7 

2 500  t 19904 8 5 ~:t 9 ~ ~ 1 10 7 1 ~:t ~ ~ 
1100 0 6 
10 1 ~!10~~ 2223 4 7 

1 9 9 13 
98Lloij 5 0 0 0 t iL103j 104 

S9 mix 名 称 AF-2 NaN3 ENNG 

陽 を 必 要
( μ g用17"量レ』 ト) 

としな
0.01 0.5 2 

/74ト
530 442 5 3303 834 

性 いもの 55677 3 j土52;j
423 {426j 3321009 4 jiilij 76330 6 411 ! 17 

対 S9 mix 名 称 2-AA 2-AA 2・AA

を必要
(μ用g}7'量レート)

日召 とする
1 2 2 

/ニ7耗ート 1116778897 7 7 2220015 0 3 8888470 0 1 56 7 19 もの
ji7i;j f! 20~~ j士821j 446 3 

(備考) t :沈殿物が認められた.

AF・2 : 2・0・7Y 1レ)・3・(5・ニトロー2・7リlレ)7'Jリルアミド， NaN3: 7γ 化ナトリウム

フレームシフト型
TA98 

~! 1 ~ ~ 

{土 1~ ~ 

L lB 

{士 1~~

{士 1~~

~:t 1 ~ ~ 

{土 2~~

{士 2n

{士 2B

{士 2r~

~! 2~ ~ 

~! 2~~ 
AF・2

o. 1 

{733j 士102

2-AA 

o. 5 

{±423j 

TA1537 
7 

15 2 {土~~
7 

110 1 ~! ~ ~ 
19 8 0 {士 I~
18 0 7 

18 0 7 

1 10 1 10¥' 
10 1 )、

2116 7 0 ~:t 1 ~) 
1119 6 8 ~:t 1 ~ ~ 
18 

118 5 {士 lB

17 
118 5 ~! lB 
15 

114 6 ~! 1 r ~ 

13j士~
9-AA 

80 
168 

22316 3 {206j 士35

2・AA

2 

22 2 09 12 も 21~~14 
(平均値)
(::1:標準偏差)

ENNG: N-ェflv-N'-ニトロ-N・ニトロ 11)"了ニγン， 9・AA:9・ 7~/7 クり γ ン塩酸塩， 2・AA:2・7ミ/7ントラセン
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図 1-1 用量一反応曲線 (本誌験1;S9 mix非存在下のTA100) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 1-2 用量一反応曲線 (本誌験1;S9 mix存在下のTA100) 

被験物質名:窒化ケイ素
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用量 (μg/プレート)

図 2ー 1 用量一反応曲線 (本試験1; S9 mix非存在下のTA1535) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 2-2 用量一反応曲線 (本試験1;S9 mix存在下のTA1535 ) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 3-1 用量一反応曲線 (本試験1;S9 mix非存在下のWP2uvrA/pKM101 ) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 3-2 用量一反応曲線 (本試験1; S9 mix存在下のWP2uvrA/pKM101) 

被験物質名:窒化ケイ素

20 



B010042 

，戸、、 100 

80 

60 

、、「，T， 
40 

4事制唱Egt 訴E 20 

。。 313 625 1250 2500 5000 

用量(μg/プレート)

図 4-1 用量一反応曲線 (本試験1;S9 mix非存在下のTA98) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 4-2 用量一反応曲線 (本試験1: S9 mix存在下のTA98) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 6ー 1 用量一反応曲線 (本試験2;S9mix非存在下のTA100) 

被験物質名:窒化ケイ素
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被験物質名:窒化ケイ素
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図 8-1 用量一反応曲線 (本誌験2;S9 mix非存在下のWP2uvrA/pKM101) 

被験物質名:窒化ケイ素
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被験物質名:窒化ケイ素

25 



2
l
A
h
¥
訴
l
川
口
門
)

n

u

n

u

 

n

U

Q

U

 

d
冒
E

・

ト
I

l

-

-

卜・ーー
L

n

u

n

u

n

U

 

4

2

 

説
副
跡
制
問
嘩
刷
担 -

_j__ 

。 313 

図 9一1 用量一反応曲線

被験物質名:窒化ケイ素

r司、
，ι. 

~ 80 
書¥r、証、

60 

ロ
n 

40 、--"

事蝋事略墜国訴 20 

。。

• • • 
」

625 1250 2500 

用量(同/プレート)

(本試験2;S9mix非存在下のTA98) 

313 625 1250 2500 

図 9-2 用量一反応曲線

被験物質名:窒化ケイ素

用量(μg/プレート)

(本試験2;S9mix存在下のTA98) 

26 

B010042 

圃.

5000 

一一一..... 

5000 



BOI0042 

60 
，同画、
~ 

40 

事E韓里鰻E t 両訴

20 

。
。 313 625 1250 2500 5000 

用量(μg/プレート)

図 10ー 1 用量一反応曲線 (本試験2;S9mix非存在下のTA1537 ) 

被験物質名:窒化ケイ素
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図 10-2 用量一反応曲線 (本試験2;S9mix存在下のTA1537) 

被験物質名:窒化ケイ素
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